






























































































日本だとできたての料理を出し すぐ食べるのが理想的という感じがしますが、インドネシアではそうでもないのです。料 ができたときに一緒にいれば、それなりに一緒に食べるのですが、べつに家族全員が必ず 食べなくてもよくて、テーブルなど 置いておいて 都合がつかない人は後でひとりで取 食べる、とい こと よ
く行わ





























































伝子が…ということだけではなくて、生まれた後に赤ちゃんに与える母乳のなかにサブスタンスが含まれている。あるいは、離乳後の食べもののなかに、家族の食べものと同じサブスタンスが含ま ている。生まれながらに家族であるのではなくて、 の摂取によって、どんどん家族 、あるいは一族・親族・部族になっていく うすると たとえばも い乳をした赤ちゃんと、乳をあげたお母さんの子は、血縁関係がなくても、同じ乳を飲むこと きょうだいになる。だから結婚してはいけ い、と うこ が起きたりします。
オセアニアの社会の言語には、そのサブスタンスに当たる言葉があ
って、わりあい普通の人が意識しています 、日本ではこういう概念はないので、ここまでは言わないと思います。しかし、私たち 社会にも、物としての食べものを介して、社会的 結びつきを
強化してい





















































































































































































































































いくということがあります。知識、社会的な意味づ 、文化的な価値観、ルール、味覚や嗅覚に対 る嗜好性が共有されていく。子どもが大きくなるにつれて、だんだん獲得され、それが世代間で継承されていく。そういうことが共食によって起こ のではないか。
孤食／個食はなぜ問題なのか。それによって、その社会で重要とさ


























































































を作るのは主に女性たちです。男性たちが食事をする きは、女性たちも食べます。男性に交じって同じ場に出ることはしませんが、台所から少しだけ客間に出る感じで、みんなでごはんを べま 。
そうすると、これは差別なのか区別なのか、私にはちょっと判断で
きません。でも、ここで確かなのは、共食の食べも を作っている
は女性たちだということです。ところが、先行研究でスラマタン儀礼の記述を読んでいると、作っている はほとんど出てきません。儀礼 お祈りをして 場面や男性が食べている場面は出てきますが、作っている人たちがどう う人たちなのか、女性たちは
いつ、どこで、





























んをごちそうになって帰っていきます。しかし、これを彼らはこれを共食の場として語ったり儀礼 一部とし 語ったり るこ はなく、ただ⽛おせんべいを作る⽜ 言っています。 る 、先行研究の祝宴の記述からは漏れて まう、ということがあるのです。
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私は、これを研究してみて、参加者が主体的に参加の仕方を選べる
ことが、じつは膨大な親族のネットワークを維持する際に、親しい人とは近づき あまり親しくない人とは遠ざけるけれども縁は切らないというかたちで う く調整に役立っていると感じました。これはお嫁さんのように新しく入った人が親族のネットワークに入り込んでいくシステムにもなっています。このように、ともに調理をする、あるいは食べものを提供することも、共食 場において非常に大きな役割を果たしている ではないかと思います。
そこで原田先生への質問ですが、ご講演の最初と最後で少しだけ女








































































































やっぱり意味があると思います。タイや台湾のような社会では 屋台文化がすごく発達していて、中食、つまり出来上がったものを買ってきて家で食べることが発展し います。そういう社会では、だからといって家族が崩壊しているかと えば、そうい こと ない。そうすると、日常の共食にこの食事 ふさわし かど か、決め手になる要素はなにか。もしかしたら買う人かもしれないし、買って いと命令する人かもしれない。お金の出どころ テーブルに出す出し方かもしれないし、食べ方かもしれない。そう うことがいろいろな社会でもっと研究されていけば、その知恵を少しずつ取り入れていくこと
によって、私たちの社会をもっとよくしていくことができ
るのではないかと考えました。
先生のご講演へのコメントになっていませんが、私からは以上で終
わらせていただきます。どうもありがとうございました。
(拍手)
⽝共食という文化⽞へのコメント
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